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ユニオンユースアカデミー2012 速報をお送りします！今回のユニアカには全国各地から青年 56 人が

参加！原発の危険性について学び、どうしたら原発をなくすことができるのかを青年の視点から考えて

います。 

◇原発の危険性訴える 
バス内企画第１弾には、原発問題住民運動静岡県連絡センターの岡村哲志さんが

講演。原発設備の話から始まり、「ひまわり集会」の裏話まじえつつ、県内の運動

などについて話をしていただきました。４０００人が参加して、浜岡原発を包囲

する「人間のくさり」の話など、静岡の運動が大きく広がっていることを感じま

した。 

 

◇「つくり続ける」こと 
 第２弾には、農民連青年部部長の杵塚歩さんは、原発事故の影響で昨年

作ったお茶をほぼ全てを破棄しなくてはならなかった心の痛み、日本の農

業と食という地盤の「つくり続ける」ことで守っていこうとする決意を話

しました。農民という立場、被災者支援ができないかと模索し、自らが作

っているお茶を届けようと思い立ちました。津波で全て失った被災者が、

お茶を飲むためには急須が必要と、協力を求め 200個の急須を届けました。

その際に、被災地の農家の現状を聞くだけでなく多くの人に現状を伝えよ

うと、映像に残しました。その映像も紹介しながらの講演となりました。 
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◇原発ほんとに大丈夫？ 

 

 

 

 

 

沖縄は火力発電なので原子力の状況がぜんぜんわか

らないので今回参加しました。沖縄は島国で本土とは

離れているので、原子力に対する認識がないと思う。

だからこそ参加しないといけないと思った。 

本日のメイン企画は中部電力浜岡原子力発電所の

原子力館と周辺の見学です。地元静岡で原発反対運動

をしている方に館内を案内してもらいました。 

館内では原発がいかに安全かをアピール

する展示がたくさんありました。 

◇ユニアカ参加者の声 

職場で原発についての学習会を予定しています。その

ためには、自分たちがまず知らないといけないと思い

今回参加しました．職場に帰って今回学んだことをき

ちんと伝えたい！！ 

飯田民医労 

福澤陽介さん・西尾和晃さん 

田澤弘貴さん 

原発学習、とくに施設見学はしたくても、なかなか１人ではで

きない。今回せっかくの機会と思い参加しました。 

岡山県医労連 松本法子さん 

沖縄医療生協労組 

嘉手川重彦さん・知花綾乃さん 


